
平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 1

単位施策名称 2 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 82 82 82 82 82

実績値 80.6 81.7

達成状況 未達成

目標値 72 72 72 72 72

実績値 69.7 64.6

達成状況 未達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 9,521 0 0 0 0

うち、一般財源額 9,521 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上

実績値 94.9 94.1 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 48 0 0 0 0

うち、一般財源額 48 0 0 0 0

目標値 16 20 30 40 50

実績値 14 16.7 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 9,473 0 0 0 0

うち、一般財源額 9,473 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

施策の方向性

●志を育てる教育を推進し、自分の良さを発見し、社会に貢献しようとする高い志を持ち挑戦する児童生徒を育成

します。

●国際化に対応した教育を推進し、外国語によるコミュニケーション能力の向上・定着を図るとともに、広い視野

を持ち他者と協働する能力を持った、グローバル社会に挑戦する児童生徒を育成します。

●情報化に対応した教育を推進し、ＩＣＴの活用による授業の質の向上、学びの多様化により、主体的に学ぶ児童

生徒を育成します。

教育委員会

1 「将来の夢や目標はかなうと思う」と答える児童生徒の割合（小学校） ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 「将来の夢や目標はかなうと思う」と答える児童生徒の割合（中学校） ％

3

01 志を育てる教育事業

人に役に立つ人間になりた

いと思う生徒の割合

％

千円

02 グローバル教育事業

中学校３年生の英語検定３

級以上取得率

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

志を育てる教育事業 1 未達成 高 高 事業継続

グローバル教育事業 1 達成 高 高 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 志を育てる教育事業

2 グローバル教育事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

事業名称

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

「夢や目標がある」の項目において、肯定的に回答した生徒の割合は県平均の+2.9ポイントでしたが、施策指標である「夢や目標はかなうと思う」の項目において肯定的な回答をする生徒の割合が低

い背景には、「自分にはよいところがある」の項目において肯定的な回答が昨年度より-3.2ポイントであることから、夢の実現に対する自信が十分に持てていないと考えられます。

小・中学校9年間の継続的なキャリア教育を推進します。

小学校から英語に慣れ親しむ活動及び中学校で英検取得を目指した取組みを推進します。

9 千円

10 千円

新たに発生した課題・環境変化

自分の考えを持ち、他者と協働的に学ぶことができる授業改善に取組む中で、児童生徒がお互いのよさを認められ

るような他者との関わりが必要です。それにより、グローバル社会に挑戦するための基礎的、基本的な学力を育成

し、自己を肯定的に認め、自己のよさを生かそうとする意欲を高める指導の充実を図ります。また、児童生徒が自

分のよさを認識できるよう教職員による肯定的な評価を積極的に行っていきます。

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 2

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業継続 対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

事業効果

教育部長　奥田　米穂

今後の方向性

事業継続 未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 志を育てる教育事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 2 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

212101

教育委員会 学校教育課

小学校６年生対象：将来の夢や仕事について考え、また、社会の第一線で活躍する大人の姿を見ること

等により、夢の実現に向かい挑戦する気持ちを育てる教育の推進を図るため、「ドリームナビゲーショ

ン（夢への道しるべ）」を作成し、自分の夢や目標、周囲の人への思いをまとめました。

中学校２年生対象：社会の一員としての自覚を促すとともに、望ましい職業観・勤労観を育成するため

に、「キャリア・スタート・ウィーク職場体験学習｣を実施しました。

府中中学校及び府中緑ケ丘中学校生徒会執行部対象：両中学校の生徒会執行部が連携し、町づくりや社

会に貢献する活動について話し合うことを通じて志を育てる「リーダー研修会」を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

405

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

48 447 405 405 405

H32年度

事

業

費

48 447 405 405

0 0

人に役に立つ人間になりたいと

思う生徒の割合

％

95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上

94.1

未達成

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

キャリア教育研修を実施し、小・中学校9年間の継続的な取組みになるよう検討を進めます。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

中学校2年生を対象とした「志を育てる教育講演会」を実施する予定でしたが、講演会講師との日程調

整に時間を要したため、年度内に実施できませんでした。当該学年に対しては、3年生進級時へ延期し

ました。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 グローバル教育事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 2 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

212102

教育委員会 学校教育課

外国語指導の充実を図るため、外国人指導助手の派遣日数を２００日から７０日増やすとともに、小学

校３年生及び４年生も対象としました。

中学校2・3年生を対象に、英検受検に係る費用を助成しました。

英検受検率は34.3％、中学校3年生の英検3級取得率は16.7％でした。

小学校低学年から英語に親しむ活動を取り入れるためフラッシュカードを導入しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

11,390

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

9,473 12,899 11,366 11,390 11,390

H32年度

事

業

費

9,473 12,899 11,366 11,390

0 0

中学校３年生の英語検定３級以

上取得率

％

16 20 30 40 50

16.7

達成

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

英検受験費用の助成に関し、平成29年度は学校教員を中心に研修会を実施するなど、周知の徹底を行

い、取得への取組み強化を図ります。また、小学校から英語に慣れ親しむ活動を取り入れていきます。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。

平成２９年度から英検受験料（３級）が値上げされます。

（3級：2,800円から3,400円へ。）

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性


